
特許出願中

急 速 施 工 型 車 両 用 コンクリー ト製 防 護 柵

RSガ ー ドフ 曇ンス
Rapid　 Setting　 Concrete　 Guard　 Fence　 for　 the　 Vehicle



防護柵設置後に、PC鋼 線による緊張を可能にした急速施工型のコンクリート製車両用剛性防護柵です。

RSス ペーサーによる目地構造

目地部に円形部 材(RSス ベ

することにより、モルタル充

緊張することが可能です。

通 常 のジャツキによ`

作 業 が 可 能

PC鋼 線の緊張位置を製品

ことにより、通常のセンター

ジャッキで緊張が可能となります。

PC鋼 より線(φ15、2)

C鋼 線2本 に よ る 連 結

C鋼 線を2本 にすることにより、

本あたりの線径が小さくなり、

挿入作業が容易となります。

こ目地材の充填が可能

製叩設置後にPC鋼 線による緊張作業
および目地部 の充填作業ができるため、

施工性が良く、コニ期短縮による経 費低

減が可能となります。
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SB種 、SC種 のコンクリー ト製 剛性 防 護柵 として使 用 できます。

昌璽 謡a網 願匡

高速自動車国道

函凸i

80km/h以 上

i躍 雇

　 A,Am

響 雁 詣調凹 堅雇
　　　　　　　 SB,SBm

自動車専用道路 60km/h以 上 SC,SCm

その他の道路
60km/h以 上 Bβm,Bp A,Am,Ap

50km/h以 下 qCmρp Bβm,Bp

防護柵の設置基準・同解説(平成28年12月 公益社団法人 日本道路協会)より抜粋
※1重 大な被害が発生するおそれのある区間とは、大都市近郊鉄道・地方幹線鉄道との交差近接区間、高速自動車国道・自動車専用道路

などとの交差近接区間、走行速度が特に高くかつ交通量が多い区間、その他重大な二次被害の発生する区間をいう。
※2走 行速度や線形条件などにより特に衝撃度が高くなりやすい区間においては、上表に定める種別の一段階上またはそれ以上の種別を適用

することができる。

愛媛大学防災研究センター指導の下、愛媛大学環境建設工学科にて計測及び解析

剛性防護柵SB種(フ ロリダ型)の 衝突荷重設計値である58kN以 上(最 大荷重80kN)の 荷重を連結した

RSガ ードフェンスに載荷し、衝突荷重 作用時の挙動について検証を行っています。

載荷の都合により、載荷位置 を岬 」無

、、,1→

アスファル ト舗装
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PC鋼よ り線 φ15,2㎜

(緊張力294kN)

水平距離(m)

静 的載荷 試験 とFEM解 析 の比較

●　FEM解 析では、RSガ ードフェンスの底面が地盤に密着しており、回転による底面の持ち上がりやスリップによる移動はしないも

のとしている。この解析条件のため、静的載荷試験と若干異なっているもののフェンスの水平変位は概ね一致している。

実験結果より、RSガードウェンスは剛性防護柵としでの鍾能鮪 むでいることヵ糧鱈g窓れましヨ嵐.



100m当 り

ブロック製 作工
製 品 長L=5.Om

 

一 重:・ ・ 一・ 邑.≡ ・・ 惚 .遅 ≡

基 本 ブ ロ ッ ク 個 14

中間定着用ブロック 個. 4

端部定着用ブロック 個 2

ブロック製作合計
.

個 20

PC鋼 より線 φ15.2(ア ンボンド)

I

m 225.0

材 料

緊張部材
定着材 φ15.2用 組 20

据付部材 敷モルタル 1:3 m3 1.32

目地部材
RSス ペ ー サー φ60.5mmL670mm(EPS) 本 19

無収縮モルタル 1875kg/m3 kg 139

定着部材 無収縮モルタル 1900kg/m3 kg 101

設置工

(据付、鋼材組立、緊張、

部材問 目地、定着部 間詰)

土木一般世話役 人 4.00

特殊作業員 人 6.67

普通作業員 人 5.33

ラフテレーンクレー ン 25t(オ ペ 付) 日 1.33

諸雑費 % 12.00

②敷モルタルにて不陸調整 ④RSス ペーサー設置

⑤製品の引き寄せ ⑥PC鋼 より線による緊張 ⑦無収縮モルタル充填 ⑧施工完了


